
絵窓～えまど～

デザインコンセプト

雨粒が落ちる穴

アルミ板

雨の日に屋根から落ちていく雨粒は人の心を落ち着かせられるような、感傷に浸るような様々な気持ちを持たせてくれる。ここでは雨の日の一部を絵の
ように切り取り「和の美しさ」＝「目立ちすぎない美しさ」が現れるようなデザインとした。

また、雨音は一種の音楽と言え、アルミ板の上部に大小異なる大きさの穴をあけることで下部にあるアルミ板によって天然のリズミカルな音楽を提供し
てくれる。

雨の日以外にも外に見える風景を絵として表現することで、日本の和を観光客に共有し、ゆったりとした時を過ごさせてくれる小空間の一部になる。


